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テーマ
「美濃焼」と
「土岐市の歴史・文化」

理念
「開かれた扉」

土岐市の新博物館

イメージ図



収集・保存 調査・研究

教育・普及展示

博物館の基本的な機能（役割）

土岐の文化資源



2023年の博物館法の改正により、

博物館の基本的な機能に加えて、

博物館の新たな役割が追加されました。



博物館の新たな役割

地域の多様な主体（学校、社会教育施設、

民間団体など）と連携協力し、

地域の活力の向上に寄与すること

博物館の基本的な機能（４つ）



博物館の
新たな役割

収集・保存 調査・研究

教育・普及展示

土岐の文化資源

博物館

地域
にぎわい

交流・つながり地域

地域の多様な主体

社会教育
施設

学校
民間団体
など



新しい博物館の
建築計画



元屋敷
陶器窯跡へ

乙塚古墳・段尻巻古墳へ隠居山遺跡へ

土岐市駅へ

建築計画



新博物館のゾーニング
（機能ごとのエリアわけ）



収蔵エリア

管理
エリア

調査研究と保存
土岐の文化資源を

未来へ伝えるための場所



展示エリア

３つの展示室
美濃焼と土岐の歴史文化
を伝える場所 ◆土岐のお宝

が観られる
◆土岐の歴史
がわかる

◆国宝・重要文化財も展示
＝他所のお宝も観られる



交流エリア
（仮称「ときはくひろば」）
市民の活動やつながりが
生まれる場所

多目的ルーム
ミュージアム
ショップ

遺跡へ誘う
遊歩道

屋外活動や
イベント



展示



展示計画

②重文展示室 ―土岐市が誇るお宝―
重要文化財「元屋敷陶器窯跡出土品」2400点を魅せる展示

③歴史展示室
―美濃焼だけじゃない！わが町の自慢―
美濃焼と土岐の歴史文化がつながりあう展示

①企画展示室
美濃焼や土岐の歴史文化、多様なテーマの企画展を開催
ときには国指定の文化財も展示



重要文化財
元屋敷窯出土品
約2400点を展示

美濃焼と土岐の歴史文化
がつながり合う展示

展示室のイメージ

多様なテーマの
企画展



①企画展示室
―国宝・重文も展示できる！―

美濃焼や土岐の歴史文化、多様なテーマの企画展を開催



企画展示室の特徴（１）

美濃焼や土岐の歴史文化について、

多様なテーマ・視点で、調査研究の成果
を伝える企画展を開催



多様なテーマの企画展



企画展示室の特徴（２）

他所の国宝・重要文化財も展示し、
魅力的な展覧会を開催

この地で誕生し、
長い年月を経て
国宝・重文となった
美濃焼の里帰り展

たとえば、



②重文展示室
―土岐市が誇るお宝―

重文2400点、ここにしかない魅力を発信



我が国にとって歴史上、芸術上、学術上
価値の高い有形文化財のうち、
重要なものとして、国が指定

国重要文化財（重文）



土岐市の国重要文化財
「元屋敷陶器窯跡出土品」



国重要文化財
「元屋敷陶器窯跡出土品」

美濃最古の連房式登窯跡



今から400年程前の
絢爛豪華な桃山文化が花開いた時代、
当時の「茶の湯」の流行を受けて、
美濃で誕生した茶陶「美濃桃山陶」



美濃の陶工たちは、
それまでになかった器のデザインを
次々に生み出し、
「元屋敷窯」はその生産の中心地
だった。



国重要文化財
「元屋敷陶器窯跡出土品」

黄瀬戸

瀬戸黒

志野



国重要文化財
「元屋敷陶器窯跡出土品」

織部



元屋敷窯の出土品は、
「美濃桃山陶」生産の様相を示す
良質な資料群との評価により、
2013年に国重要文化財に指定

国重要文化財
「元屋敷陶器窯跡出土品」



重文展示室
イメージ新博物館では、館の目玉として、

2000点を超える重要文化財を
常設で展示する「重文展示室」
を設けます。



重文展示室
イメージ



重文展示室イメージ



重文展示室イメージ



重文2400点
新たな活用の可能性
京都市立芸大生による

桃山デザイン

展示だけ
じゃない！



桃山おざぶとん

むしうさぎスマホケース

京都市立芸大生による
桃山デザイン

吉田真希

山口汐璃乃



③歴史展示室
―美濃焼だけじゃない！わが町の自慢―

美濃焼と土岐の歴史文化がつながりあう展示



歴史展示室
美濃焼と土岐の歴史が
つながりあう展示



「美濃焼」と「土岐の歴史文化」がつながりあうとは？ たとえば…

乙塚古墳が造営された時代
美濃焼の始まりの窯が造られた

7世紀
灰釉陶器が生産された平安時代
武士「土岐氏」が台頭してきた

12世紀

元屋敷窯が築かれ、織部が量産された時代
元屋敷の領主「妻木氏」は、関ケ原の戦いに徳川方で参戦した

17世紀

土岐市が誕生した70年前、
美濃焼産業は活況を呈し「大陶都誕生」と湧いた

20世紀
下街道、中馬街道の往来が盛んだった江戸時代
街道を通じて美濃焼が港へ運ばれ、江戸や大阪に流通した

19世紀



活動



展示室＋
博物館での体験・つながり

博物館＋
地域とのつながり



展示室＋α 国史跡
「乙塚古墳・段尻巻古墳」

交流エリア（館内）
子ども向けの体験講座
一般向けの講座・講演会

ボランティア活動

地域の様々な
スポットへ

国史跡「元屋敷窯」



展示室＋博物館での体験・つながり
勾玉作り

遺跡をめぐる体験

様々な体験講座



展示室＋博物館での体験・つながり

講座・講演会 ボランティア活動

子どもたちの体験サポート
史跡ガイド
調査研究への参加など



博物館＋地域とのつながり 博物館から次の場所へ

陶芸体験

文化財・遺跡
現地探訪

美濃焼の
工房・工場見学

美濃焼を買う



子どもたちへのふるさと教育
―博物館と地域がつながり、土岐の子どもを育む―

ボランティア（市民）、市民団体（観光ガイドの会など）、
地域の製陶所や陶芸家などの協力により、

陶磁器生産
日本一！

妻木城って
すごいよ！

濃南の自慢は、
中馬街道！

土岐市の自慢・地域の自慢ができる子に



土岐市美濃陶磁歴史館では、
平成29（2017）年度より市教育委員会と連携し、
市内の全小学校に対する「ふるさと発見体験事業」

に取組んできました。

古墳・窯跡 展示室 美濃焼に
触れる

〈博物館と周辺遺跡〉



新博物館では、

これまでの活動を発展させ、

小中学校と連携した「ふるさと教育」へ

力を入れていきます。



地域の多様な方たちのご協力を得ることで、

博物館と地域がつながり、土岐の子どもを育む
「ふるさと教育」をめざします。

陶工場製陶工場 陶芸家工房 駄知線跡
〈地域の見学場所〉



現在、市民とつくる博物館をめざす

活動の一つとして、

市民へ呼びかけ、昔の写真を収集しています。



泉町昭和10年代の窯屋



定林寺の登窯



駄知線



泉町昭和10年代の窯屋駄知線下石山神付近



駄知駅構内の稲荷神社



陶祖祭の美濃焼廉売市



土岐市駅前通りの盆踊り





収集した写真は、

新博物館での展示活用のほか、

学校教育や福祉、まちづくりなど…

多様な活用へ向けデジタル化を進めています。



資料の収集、子どもたちの「ふるさと教育」などへ、

市民の皆様のご支援ご協力が必要です。

魅力的な博物館となるよう計画を進めてまいりますので、

ご協力いただきますよう、お願いいたします。
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